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株式会社
コーエイリサーチ＆コンサルティング

設 立
資 本 金
従 業 員
本 社
事業分野
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募集人数
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T E L
M a i l
H P

2017年
9,900万円
118人（2020年７月１日現在）
東京都千代田区
民間セクター、プロジェクトファイナンス、
ガバナンス・法制度、貧困削減、平和構築、
教育・産業人材育成、保健・医療、
建築設計・機材計画、まちづくり
国際開発コンサルタント（海外）
若干名
〒102-0083 東京都千代田区麹町4-2-7 
麹町4丁目共同ビル３階
03-3265-8311
info-krc@k-rc.co.jp
https://www.k-rc.co.jp
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コ
ー
エ
イ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
は
、
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
専
門
性
を
持
つ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
集
う
。

　

民
間
セ
ク
タ
ー
開
発
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
教

育
・
産
業
人
材
育
成
、
保
健
・
医

療
、
平
和
構
築
な
ど
、
ソ
フ
ト
系

の
広
い
領
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る

が
、
そ
の
強
み
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
発
掘
か
ら
実
施
ま
で
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
一
貫

し
て
提
供
で
き
る
こ
と
だ
。
ま
た
、

日
本
を
代
表
す
る
総
合
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
日
本
工
営
株

式
会
社
を
中
心
と
し
た
日
本
工
営

グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
も
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て

の
機
能
も
発
揮
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
国
際
開
発
援
助
に
お

け
る
ソ
フ
ト
分
野
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
次
世
代

の
援
助
を
担
う
若
手
人
材
の
育
成

を
自
ら
の
責
務
と
認
識
し
、
そ
の

た
め
の
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
２
０
１
８
年
11
月
に

社
内
に
創
設
し
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
ボ
」
が
あ
る
。

同
ラ
ボ
で
は
、
社
員
が
途
上
国
で

得
た
気
付
き
か
ら
、
従
来
の
援
助

方
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
社

会
課
題
解
決
の
方
法
な
ど
を
追
求

し
て
い
る
。

　

社
員
は
入
社
時
の
年
齢
や
役
職

に
応
じ
て
日
本
工
営
グ
ル
ー
プ

共
通
の
階
層
別
研
修
を
受
講
す
る
。

こ
う
し
た
社
内
研
修
の
他
に
も
自

ら
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
自

己
啓
発
を
奨
励
し
て
お
り
、
対
象

の
資
格
を
取
得
す
る
と
資
格
取
得

奨
励
金
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、

自
身
の
専
門
性
に
関
す
る
社
外
で

の
各
種
研
修
の
受
講
や
学
会
で
の

発
表
な
ど
も
応
援
し
て
い
る
。

　

在
宅
勤
務
制
度
や
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
度
な
ど
の
運
用
に
よ
り

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

を
目
指
す
他
、
健
康
経
営
・
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
も
積
極
的
に

行
う
な
ど
、
男
女
を
問
わ
ず
社
員

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。

ソ
フ
ト
分
野
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

ビジネスから
援助の世界へ

マダガスカルで
栄養改善に取り組む

社会開発グループ
副主任コンサルタント

山本 侑
ゆう

さん

北海道大学薬学部
卒業

社会開発グループに
異動

コーエイリサーチ&
コンサルティング入社 
保健・医療開発部に
配属

食品会社に
入社、研究所に配属

北海道大学大学院 
生命科学院修了

　もともとヒトの健康に興味があり、大学では薬学
の、卒業後は食品会社で栄養学の研究をしていたの
ですが、国際協力機構（JICA）の仕事に関わる機
会があり、公的資金による途上国での栄養問題への
取り組みに興味を持つようになりました。そこで、
保健医療や農業など、栄養に関連する幅広い分野を
カバーしている当社に入社しました。それまで国際
協力の世界とは縁がなかったので、実は開発コンサ
ルタントの存在すら知らず、情報収集しながら少し
ずつ転職活動を進めていった感じです。
　私も最初はそうだったのですが、開発コンサルタ
ントはものすごく難しいことをやっている聖域のよ
うに思えて、ハードルが高いと感じる方もいるかも
しれません。でも「海外へ行きたい」という思いか
らでもかまわないので、フラットな気持ちで、どん
どんチャレンジしてみてほしいですね。

　マダガスカルで女性と子どもの栄養改善に取り組むプロジェクトで活動
しています。農業、水・衛生、母子保健など複数の分野から構成されてい
るプロジェクトで、私の担当は「栄養」。なぜ栄養を取ることが大切なの
かなどを現地農家の人たちに理解してもらうため、栄養に関する研修を
行っています。
　栄養という言葉は知っていても、それが自分の毎日の食事や健康とどう
つながるのかイメージできていない現地農家の人も多いように思います。
そのため、簡単な食事記録を取って食事の栄養バランスを見える化するな
ど、人々が生活のなかで栄養について考えるきっかけを増やそうと工夫し
ています。
　上述の栄養啓発活動な
ど、ビジネスではなかな
かやりづらい活動に関わ
ることができてやりがい
を感じています。将来は
援助とビジネスの橋渡し
的なことに取り組めれば
と考えています。

マダガスカルでの栄養研修にて開始
のあいさつをする

成
長
と
働
き
や
す
さ
を

担
保
す
る
各
種
制
度

アフリカ開発会議（TICAD）イベントの
パネルディスカッションにて


